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地歌舞伎に魅了�地歌舞伎に魅了�地歌舞伎に魅了�
　８月８月25日、日吉町の相生座で美濃歌舞伎保存会主催の美濃歌舞伎日、日吉町の相生座で美濃歌舞伎保存会主催の美濃歌舞伎復興復興30周年記念公演が周年記念公演が�
行われました。この日は県内外から行われました。この日は県内外から800人の観客が詰めかけ、大盛況となりました。人の観客が詰めかけ、大盛況となりました。�
　同保存会は、昭和同保存会は、昭和47年４月に結成されて以来、夏の納涼歌舞伎と秋の敬老慰問年４月に結成されて以来、夏の納涼歌舞伎と秋の敬老慰問歌舞伎の歌舞伎の�
２本を柱に活動し、地歌舞伎の魅力を広く伝えています。本を柱に活動し、地歌舞伎の魅力を広く伝えています。�

　８月25日、日吉町の相生座で美濃歌舞伎保存会主催の美濃歌舞伎復興30周年記念公演が�
行われました。この日は県内外から800人の観客が詰めかけ、大盛況となりました。�
　同保存会は、昭和47年４月に結成されて以来、夏の納涼歌舞伎と秋の敬老慰問歌舞伎の�
２本を柱に活動し、地歌舞伎の魅力を広く伝えています。�



　
平
成
12
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度

が
は
じ
ま
り
、
介
護
も
新
た
な
社
会
保

険
制
度
と
し
て
、
措
置
か
ら
選
択
へ
、

被
保
険
者
の
保
険
料
負
担
と
大
き
な
変

化
を
す
る
年
と
し
て
、
新
制
度
へ
の
移

行
が
不
安
と
期
待
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。�

　
本
市
に
お
い
て
は
、
大
き
な
混
乱
も

な
く
、
４
月
か
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
10
月
か
ら
の
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
徴
収
を
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。�

　
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
平
成
12
年
４

月
時
点
（
８
、
２
３
０
人
）
と
平
成
13
年

３
月
（
８
、
５
２
６
人
）
を
比
べ
る
と
、

こ
の
１
年
で
２
９
６
人
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
12
年
４
月
と
平
成
13
年
３
月
の

介
護
保
険
利
用
者
数
や
主
な
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今

後
も
高
齢
者
の
多
く
の
方
が
、
で
き
る

限
り
住
み
な
れ
た
家
庭
や
地
域
で
老
後

生
活
を
健
や
か
に
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

◎
問
合
せ  

介
護
保
険
室
☎
内
線
１
５
２�

２�平成１３年９月１５日�

介
護
保
険
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

介
護
保
険
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て�

介
護
保
険
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

介
護
保
険
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て�

介
護
保
険
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て�

要介護認定者・介護サービス利用者状況�

在宅サービス別の利用状況�
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単位人�

単位人�

平成12年４月�

認定者数� 利用者実人数� 在宅利用人数� 施設利用人数�

平成13年３月�

586

717

平成12年４月�

訪問介護�訪問入浴�訪問看護�訪　　問�リハビリ�
通　　所�
リハビリ�

居宅療養�
管理指導�

福祉用具�
貸　　与�

グループ�
ホ ー ム �通所介護� 短期入所�

平成13年３月�

99

126

12

10

16

27

０�

０�
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247

40

43

18

109

10

26

38

79

0

3

455

535

275

366

181

176

（注）�
＊認定者数（要支援・要介護状態と認定された方の数）�
＊利用者実人数（介護保険制度で認められた介護サー�
　ビスを利用した実人数）�

＊在宅利用人数（介護保険制度で定められた在宅�
　介護サービスを利用した実人数）�
＊施設利用人数（介護保険制度で定められた施設�
　介護サービスを利用した実人数）�
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１０月からは本来の保険料となります�１０月からは本来の保険料となります�１０月からは本来の保険料となります�

保険料段階� 平成13年度�
年間保険料（円）�

年間保険料（円）�

第１段階�

第２段階�

第３段階�

第４段階�

第５段階�

１１，３００�

１７，０００�

２２，７００�

２８，３００�

３４，０００�

平成12年10月（人）� 平成13年３月（人）�

３，８００� １８�

１，８９５�５，７００�

９，４００�

１１，３００� ６２６�

２０�

１，８９６�

４，６００�

１，３６９�

６６２�

１，２５２�

７，６００� ４，５９９�

平成１２年度の第１号被保険者保険料等の状況�

　介護保険の第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料については、「介護保険の円滑な実施のた�

めの特別対策」により次のようになっています。�

　この１０月からは、保険料が本来の額となります。介護保険は「社会保険方式」により、財源は�

被保険者（第１号被保険者･第２号被保険者）の保険料と公費によって運営されています。��

　平成１３年１０月から来年の３月までの保険料（普通徴収）は、１０月の初めに通知します。保�

険料の納付にご協力をお願いします。�

平成１２年　　　　　　　　　　　　　平成１３年　　　　　　　　　　　　平成１４年�

４月　　　　　　１０月　　　　　　　４月　　　　　　１０月　　　　　　４月�

徴収せず�

半額徴収�

全　額　徴　収�

◎保険料の決まり方と納め方　�

　加入している医療保険の算定方法により決まり、医療保険料と一括して納めます。�

（40歳到達月の分から納めます）�

○国民健康保険に加入している方　�

　　介護保険料は所得割（第２号被保険者の所得に応じ）・均等割（世帯の第２号被保険者数に応

　じ）・平等割（第２号被保険者の属する世帯で１世帯あたりの額）・資産割（第２号被保険者の

　資産に応じ）の４つの項目をもとに算定されます。�

　　保険料は、国民健康保険料の介護納付金分として、一括して世帯主が納めます。�

○職場の医療保険に加入している方　�

　　介護保険料は、給与（標準報酬月額）と各医療保険ごとに設定される介護保険料率に応じて算

　定され、医療保険料とともに給与から一括して納めます。なお、原則として保険料の半分は事業

　主が負担します。�

介護保険第２号被保険者（４０歳以上６５歳未満の方）の保険料について�



　
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
下
水
処
理
場
）
は
、

下
水
道
の
心
臓
部
に
あ
た
り
、
下
水
管

で
送
ら
れ
て
き
た
汚
水
を
生
物
化
学
的

方
法（
好
気
性
微
生
物
の
働
き
で
分
解
）

で
き
れ
い
な
水
に
す
る
施
設
で
す
。�

　
処
理
水
は
、
消
毒
し
て
土
岐
川
に
放

流
し
、
下
水
汚
泥
は
、
脱
水
し
て
現
在

は
、
産
業
廃
棄
物
処
分
場
で
埋
め
立
て

処
分
を
し
て
い
ま
す
。（
来
年
度
か
ら
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
家
庭
ゴ
ミ
と
一

緒
に
焼
却
処
分
し
再
利
用
し
ま
す
）�

　
世
界
で
最
も
古
い
下
水
道
は
、
今
か

ら
４
０
０
０
年
ほ
ど
昔
、「
モ
ヘ
ン
ジ
ョ

ダ
ロ
（
イ
ン
ダ
ス
文
明
）
」
に
使
っ
て
い

た
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。�

　
日
本
で
最
初
に
下
水
道
が
作
ら
れ
た

の
は
、奈
良
時
代（
約
１
３
０
０
年
前
）

に
平
城
京
に
作
ら
れ
た
排
水
路
で
す
。�

本
格
的
な
下
水
道
が
日
本
で
作
ら
れ
た

の
は
、１
８
８
４
年
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。�

�

　
私
た
ち
の
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら

出
る
汚
れ
た
水
を
集
め
て
処
理
し
、
き

れ
い
な
水
に
し
て
河
川
へ
放
流
す
る
こ

と
が
下
水
道
の
役
割
で
す
。�

　
下
水
道
が
で
き
る
と
、
快
適
で
衛
生

的
な
生
活
環
境
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も

に
、
河
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
が
解
消
さ

れ
、
美
し
い
自
然
環
境
を
と
り
も
ど
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
大
切
な
役
割
を
も
つ
下

水
道
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。�

家
庭
の
台
所
、
風
呂
な
ど
の
生
活
雑
排

水
が
水
路
や
側
溝
に
流
れ
な
く
な
り
ま

す
。�

　
ま
た
ト
イ
レ
が
水
洗
化
で
き
る
た
め
、

ハ
エ
や
、
悪
臭
の
発
生
を
防
い
で
私
た

ち
の
生
活
環
境
が
、
き
わ
め
て
快
適
に

な
り
ま
す
。�

�

　
下
水
道
は
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し

て
か
ら
放
流
す
る
の
で
、
川
や
海
が
き

れ
い
に
な
り
ま
す
。  �

４�平成１３年９月１５日�

下
水
道
の
歴
史�

下
水
道
の
役
割�

・
ま
ち
が
き
れ
い
で
清
潔
に�

・
川
や
海
を
美
し
く�

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
し
く
み�

　
９
月
は
下
水
道
月
間

　
９
月
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下
水
道
月
間�

快
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９
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９
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９
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下
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モヘンジョダロ遺跡�

ちん砂池 ➡ 最初沈殿池 ➡ 反応タンク ➡ 最終沈殿池 ➡ 消毒設備 ➡ 放流��
さ　ち� さいしょちんでんち� さいしゅうちんでんち� ほうりゅう�しょうどくせつび�はんのう�

スイスイ�

こ
う
や
っ
て�

き
れ
い
に
し
た
水
を�

川
に
流
す
ん
だ�

み
ず�

か
わ�

な
が�



　
下
水
道
事
業
は
、
施
設
の
建
設
と
処

理
施
設
の
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
を

必
要
と
し
、
そ
の
財
源
と
し
て
国
か
ら

の
補
助
金
・
借
入
金
・
下
水
道
使
用
料

（
受
益
者
負
担
金
）
を
充
て
て
い
ま
す

が
、
不
足
す
る
分
は
一
般
会
計
か
ら
繰

入
れ
て
い
ま
す
。�

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
よ
り
一
層

の
効
率
的
な
事
業
運
営
と
経
費
節
減
に

努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。�

�

　
瑞
浪
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
昭

和
37
年
に
着
手
、
昭
和
40
年
か
ら
使
用

開
始
、
現
在
の
普
及
率
は
、
約
47
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
下
水
道
区
域
外
の
地
域
で
は
、
農
業

集
落
排
水
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

各
家
庭
へ
の
合
併
処
理
浄
化
槽
（
ト
イ

レ
・
台
所
・
風
呂
の
排
水
を
処
理
す
る

施
設
）
普
及
の
た
め
、
補
助
金
を
出
し

て
推
進
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ

い
。�

◎
問
合
せ�

　
下
水
道
課 

☎
内
線
１
２
６�

　
浄
化
セ
ン
タ
ー 

☎
６
８
ー
２
３
２
５

　
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
い
つ
で
も
施
設

の
見
学
が
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
け
ば
、

下
水
道
に
つ
い
て
説
明
に
出
か
け
ま
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

５�瑞浪市役所　☎68-2111

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う�

み
ん
な
の
下
水
道�

施
設
見
学
に
ど
う
ぞ�

下
水
道
料
金
は�

下
水
道
の
普
及
率
は�

あ
ぶ
ら�

す�

●
油
や
や
さ
い
く
ず
を�

　
捨
て
な
い�

す�

●
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー�

　
い
が
い
の
も
の
を
捨
て
な
い�

き
け
ん�

す�

きけん�

はいすいかん�げすいどうかん�

●
危
険
な
も
の�

　（
ガ
ソ
リ
ン
・
シ
ン
ナ
ー
）�

　
な
ど
捨
て
な
い� す�

●
ま
す
に
ご
み
を
捨
て
な
い�

ばくはつする危険があるから�

配水管や下水道管がつまっちゃうから�

浄化センター（水処理施設）�

み
ん
な
の
た
め
に�

休
ま
ず
毎
日�

働
い
て
い
る�

下
水
道
だ
か
ら�

大
切
に
使
っ
て
ね�

ま
い
に
ち�

は
た
ら�

げ
　
す
い
ど
う�

た
い
せ
つ�

つ
か�



　
前
号（
９
月
１
日
号
）で
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
に
は
し
な
い
・
持

ち
こ
ま
な
い
・
使
用
し
な
い
」
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
の
協
定
書
や
確
約
書
な
ど
の

内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
市
議
会
に
よ
る
安
全
確
保
の
た
め
の
決
議

お
よ
び
四
者
協
定
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

平
成
７
年
12
月
22
日�

　
超
深
地
層
研
究
所
に
関
す
る
安
全
の
確
保
の
た
め
の
決
議
　(

瑞
浪
市
議
会)�

平
成
７
年
12
月
28
日�

　
動
燃
、
瑞
浪
市
長
、
土
岐
市
長
、
県
知
事
に
よ
る
「
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
に
お

　
け
る
地
層
科
学
研
究
に
係
る
協
定
書
」（
四
者
協
定
）�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

　
瑞
浪
市
で
は
、
超
深
地
層
研
究
所
計
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い�

た
だ
く
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
こ
の
説
明
会
に
は
、
市
長
を
は
じ
め
、
古
屋
圭
司
経
済
産
業
副
大
臣
、�

梶
原
拓
岐
阜
県
知
事
が
出
席
し
ま
す
。�

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

６�平成１３年９月１５日�

「
超
深
地
層
研
究
所
計
画
に
係
る
安
全
確
認
」
②

超
深
地
層
研
究
所
計
画

超
深
地
層
研
究
所
計
画�

　
市
民
説
明
会
　
開
催

　
市
民
説
明
会
　
開
催�
超
深
地
層
研
究
所
計
画

超
深
地
層
研
究
所
計
画�

　
市
民
説
明
会
　
開
催

　
市
民
説
明
会
　
開
催�
超
深
地
層
研
究
所
計
画�

　
市
民
説
明
会
　
開
催�

10
月
11
日（
木
） 

19
時
〜�

 

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー�

超深地層研究所に関する安全確保のための決議�

　私たちの郷土は、緑豊かな山々と母なる川に彩られた山紫水明の地である。

これは、何ものにも代えがたい、誰にも侵すことのできない財産であり、文

化の香り高い活気溢れる街として子々孫々に伝えられるよう願うものであり、

東濃研究学園都市の一翼を担う瑞浪市としての発展に日々務めているところ

である。�

　今般、動力炉・核燃料開発事業団より瑞浪市に超深地層研究所を設置する

計画について申し入れがあった。�

　瑞浪市は、本計画の推進が豊かな自然と調和した郷土の発展に役立つとの

認識に立ち、市民に不安を与えることなく、研究終了後も将来にわたって放

射性廃棄物の持ちこみについては、いかなる場合であっても認めないし、放

射性廃棄物の最終処分場については一切受け入れないことを決意し、ここに

決議する。�

　　平成７年12月22日�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瑞　浪　市　議　会�
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８�平成13年９月15日�

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場�
み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場�
み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場�
み
ん
な
の
広
場�

　
８
月
19
日
、
麗
澤
瑞
浪
高
校
プ
ー
ル

で
水
泳
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

①
稲
津
②
瑞
浪
③
土
岐
④
釜
戸
・
大
湫

⑤
陶
⑥
明
世�

　
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た�

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
会
（
会

長
常
務
理
事
山
田
太
郎
）
様
、
五
十
万

円
、
社
会
福
祉
事
業
に�

�

9月28日（金）～30日（日）�

9月27日（木）�

総務省統計局・岐阜県・瑞浪市�

瑞浪陶磁資料館友の会�

展示・即売会�

　９月中旬に登窯で焼いた友の会会員の力作

を展示・即売します。�

◎ 問合せ・場所��

　瑞浪陶磁資料館　☎67－2506

14時～�
総合文化センター講堂�

講師　ヘルシンキ芸術デザイン大学（フィンランド）

　　　陶磁器・ガラス学部長�

　　　タピオ イリヴィッカリ教授（国際陶磁器フェ  

　　　スティバル美濃審査員）�

内容　ヨーロッパ陶磁器の過去・現在・未来�

＊ 入場無料、通訳有り��

◎ 問合せ　商工課 ☎ 内線 481��

各事業所に調査票をお届けします�
　　　事業所・企業統計調査にご協力を�
各事業所に調査票をお届けします�
　　　事業所・企業統計調査にご協力を�
各事業所に調査票をお届けします�
　　　事業所・企業統計調査にご協力を�
　10月1日、全国一斉に事業所・企業統計調査が行われます。�

　この調査は、国や自治体が地域開発計画など将来の行政�

を考えるための基礎資料となります。店舗や工場、会社な�

ど、あらゆる種類の事業所が調査対象となります。�

　９月下旬から調査員が各事業所に調査票を配布します。�

時間はあまりおかけしませんので、もれなくご記入くださ�

い。ご協力をお願いします。�

�

市
民
体
育
大
会�

　
　
　
夏
季
大
会�

善
意�

陶磁器デザイン講演会�陶磁器デザイン講演会�陶磁器デザイン講演会�

瑞浪と山口の「陶」が意気投合�瑞浪と山口の「陶」が意気投合�瑞浪と山口の「陶」が意気投合�

　８月25日、陶町まちづくり推進協議会とバサラチー

ム「陶来楽夢」33人が、同じ地名で交流のある山口県山口

市陶地区のまちづくり団体「すえ陶来楽夢わーるど」と

ともに、きらら博（山口県で開催）に参加しました。�

　平成８年、陶と名の付く全国の４カ所に交流を呼び

かけたところ、山口市陶地区が賛同したことがきっか

けで交流が始まりました。以後、平成10年に世界一の

茶つぼづくりに山口市から応援に駆けつけ、11年には

陶町から山口市陶ふれあいまつりに参加しました。�

　今回は、瑞浪と山口の陶がバサラを元気に踊ったほ

か、陶器のスプーン500本を無料配布するなど、み

ずなみ焼のＰＲも行いました。��

９時～16時（30日は15時まで）�

す　く　ら　む�

陶
児
童
館�

石
井
愛
佳
ち
ゃ
ん（
２
歳
）�（
陶
町
猿
爪
）�

あ
い  

か�

（
陶
町
水
上
）�
中
山
太
賀
ち
ゃ
ん（
３
歳
）�

た
い  

が�



　
第
56
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会

（
９
月
８
日
〜
11
日
宮
城
県
で
開
催
）

瑞
浪
市
激
励
会
が
、
８
月
31
日
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　
岐
阜
県
選
手
団
に
選
ば
れ
た
の
は
、

加
藤
哲
久
さ
ん（
水
泳
成
年
監
督
44
歳
）、

鈴
木
準
君
（
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

中
京
高
校
１
年
）、武
山
皓
太
郎
君
（
ゴ

ル
フ
　
中
京
高
校
３
年
）、山
内
拓
也
君

（
同
　
中
京
高
校
３
年
）、大
塚
真
輝
君

（
同
　
中
京
高
校
２
年
）
で
す
。�

　
全
国
大
会
初
出
場
の
鈴
木
君
は
、「
出

場
選
手
の
長
所
を
吸
収
し
、
が
ん
ば
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
８
月
29
日
、
第
４
回
市
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
陶
町
の
ク
ラ
ウ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
市
内
６
支
部
そ
れ

ぞ
れ
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
、
約
１
６

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）�

【
団
体
の
部
】�

優
勝 

瑞
浪
支
部
　
準
優
勝 

土
岐
支
部�

３
位 

釜
戸
・
大
湫
支
部�

【
一
般
の
部
】�

優
勝 

保
母
　
一（
瑞
浪
支
部
）�

準
優
勝 

後
藤
武
久（
土
岐
支
部
）�

３
位 

土
屋
忠
勝（
土
岐
支
部
）　
　
　
　

【
シ
ニ
ア
・
レ
デ
ィ
ー
ス
】�

優
勝 

佐
藤
吉
春（
瑞
浪
支
部
）�

準
優
勝 

水
野
元
子（
陶
支
部
）�

３
位 

日
比
野
治
（
土
岐
支
部
）�

�

９�瑞浪市役所　☎68－2111

　
８
月
21
日
、
釜
戸
公
民
館
で
夏
休
み

親
子
オ
ー
プ
ン
講
座
が
開
か
れ
、
31
人

の
親
子
連
れ
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、「
で
き
る
と
き
に
、
で
き
る

こ
と
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
７
月
27

日
に
発
足
し
た
釜
戸
町
の
高
齢
者
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
会
員
31
人
）
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。�

�

　
講
座
で
は
、
竹
ぼ
う
き
、
竹
と
ん
ぼ
、

竹
馬
、
水
鉄
砲
づ
く
り
、
ヒ
ノ
キ
の
輪

切
り
に
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
、
慣
れ
た

手
つ
き
の
指
導
者
に
教
わ
り
な
が
ら
、

制
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
は
、

間
伐
材
を
利
用
し
た
木
工
教
室
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。�

� お年寄りと子どものつどい（８月23日 陶保育園）�みずなみ四季の器展示会（８月29日 総合文化センター）�

祝
　
国
体
出
場

祝
　
国
体
出
場�
祝
　
国
体
出
場

祝
　
国
体
出
場�
祝
　
国
体
出
場�

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

市
民
ゴ
ル
フ
大
会�

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

市
民
ゴ
ル
フ
大
会�

市
民
ゴ
ル
フ
大
会�

写真左から、　嶋市長、大塚君、山内君、�
鈴木君、加藤さん�

高�

親
子
で
工
作

親
子
で
工
作�

親
子
で
工
作

親
子
で
工
作�

親
子
で
工
作�



ウ
イ
・
キ
ャ
ン
・
ド
ウ
・
イ
ッ
ト
！�

　
　
　   

可
能
性
を
見
つ
け
る
旅�

　
８
月
13
日
〜
20
日
の
８
日
間
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ケ

ア
ン
ズ
、
ダ
ー
ウ
イ
ン
で
の
研
修
、
シ

ド
ニ
ー
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
な
ど
、
未

知
の
体
験
に
積
極
的
に
取
組
ん
だ
団
員

の
声
を
紹
介
し
ま
す
。�

板
橋
憲
史
君
（
瑞
浪
中
）�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
自
然
、
日
本

と
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
体
長
５
ｍ
を
超
え
る
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
、

湿
原
を
優
雅
に
舞
う
野
鳥
達
。
僕
の
心

も
広
く
、
そ
し
て
大
き
く
な
り
ま
し
た
。�

林
賢
一
君
（
瑞
浪
中
）�

　
こ
の
研
修
で
自
分
の
中
で
さ
ら
に
積

極
性
が
生
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
も
か

も
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
こ
こ
で
得
た
姿
を
学
校

生
活
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。�

松
原
琢
磨
君
（
瑞
浪
中
）�

　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
で
そ
ろ
ば
ん
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
心
の
繋
が
り
が
深
ま
り
、
家
族

と
の
会
話
で
英
語
に
も
慣
れ
る
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
楽
し
い
研
修
で
し
た
。�

春
日
井
さ
お
り
さ
ん
（
瑞
浪
中
）�

　
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
の
人
達
は
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
人
が
多
く
、
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。
サ
イ
ン
の
お
願
い
も
快
く
引
き

受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
優
し
い

心
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。�

橋
本
夕
貴
さ
ん
（
瑞
浪
中
）�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
と

て
も
明
る
く
、
道
で
す
れ
違
え
ば
「
ハ

ロ
ー
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

知
ら
な
い
人
と
で
も
、
笑
顔
で
話
せ
る

こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。�

今
井
佐
誉
子
さ
ん
（
瑞
陵
中
）�

　
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
自
分
の
自
信
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
か
ら
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
笑
顔
と
自
信
を
忘
れ
ず

に
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
可
能
性
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。�

藤
井
千
絵
さ
ん
（
瑞
陵
中
）�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
子
ど
も
は
シ
ャ

イ
な
子
が
多
か
っ
た
で
す
。
笑
顔
で
声

を
か
け
る
と
、
照
れ
な
が
ら
返
事
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
の
堂
々
と
し
た

子
と
は
ま
た
違
っ
た
感
じ
で
か
わ
い
い

と
思
い
ま
し
た
。�

渡
辺
久
美
子
さ
ん
（
瑞
陵
中
）�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
見
知
ら
ぬ
人

で
も
気
軽
に
笑
顔
で
声
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
、
温
か
い
環
境
で
し
た
。
現

地
で
学
ん
だ
広
い
心
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
自
分
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。�

村
瀬
悠
さ
ん
（
陶
中
）�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。
瑞
浪
市
と
陶

町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き
ま
し
た
。
良
い
所

に
住
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
楽
し
い
海
外
研
修
で
し
た
。�

渡
邉
賢
人
君
（
稲
津
中
）�

　
僕
は
、
一
週
間
の
短
い
旅
の
中
で
、

自
分
の
積
極
性
や
英
語
へ
の
挑
戦
な
ど
、

新
た
な
可
能
性
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
の
可
能
性
を
将
来
に
役
立

て
て
い
き
た
い
で
す
。W

e ca
n
 d
o
 it.�

�
仲
内
理
の
さ
ん
（
稲
津
中
）�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
と
は
全
然

違
う
国
。
そ
の
中
で
経
験
し
た
様
々
な

事
。
出
会
っ
た
仲
間
。
こ
の
研
修
を
通

し
、
私
は
、
何
事
に
も
心
を
開
い
て
ま

ず
一
歩
前
進
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。�

土
屋
智
泰
君
（
日
吉
中
）�

　
学
校
訪
問
で
の
交
流
に
は
、
と
て
も

感
動
し
た
。
言
葉
で
は
言
え
な
く
て
も

目
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
人
種
や

国
籍
な
ん
て
関
係
な
く
、
伝
え
た
い
と

思
え
ば
思
い
は
伝
わ
る
ん
だ
な
あ
と
思

っ
た
。�

安
藤
真
梨
恵
さ
ん
（
日
吉
中
）�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
自
然
に
と
て

も
驚
き
自
分
た
ち
の
国
を
大
切
に
し
て

い
る
ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
そ
れ
を
見

習
っ
て
私
た
ち
も
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
町
や
国
を
大
切
に
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
た
。�

小
栗
里
佳
さ
ん
（
日
吉
中
）�

　
シ
ド
ニ
ー
の
街
は
と
て
も
き
れ
い
だ

っ
た
。
日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
レ

ン
ガ
づ
く
り
の
街
並
み
や
真
っ
青
な
海

を
見
て
、
シ
ド
ニ
ー
が
大
好
き
に
な
っ

た
。
も
っ
と
英
語
を
身
に
つ
け
も
う
一

度
訪
れ
た
い
。�

田
中
翔
太
君
（
釜
戸
中
）�

　
こ
の
研
修
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
僕

の
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。
何
も

か
も
が
大
き
く
、
日
本
と
は
全
く
違
っ

た
ス
ケ
ー
ル
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
自

分
も
大
き
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。�

水
野
湖
弓
さ
ん
（
釜
戸
中
）�

　
コ
ア
ラ
を
抱
い
た
り
、
カ
ン
ガ
ル
ー

の
え
さ
を
あ
げ
た
り
し
て
、
苦
手
だ
っ

た
動
物
を
少
し
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

W
e
 ca
n
 d
o
 it.

　
や
れ
ば
で
き
る
。
自

分
の
可
能
性
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。�

�

10平成１３年９月１５日�

教育委員会�
だより�

カカドゥ国立公園「巨大アリ塚」前で�

第
８
回
中
学
生
海
外
派
遣
団
研
修
報
告

第
８
回
中
学
生
海
外
派
遣
団
研
修
報
告�
第
８
回
中
学
生
海
外
派
遣
団
研
修
報
告

第
８
回
中
学
生
海
外
派
遣
団
研
修
報
告�
第
８
回
中
学
生
海
外
派
遣
団
研
修
報
告�
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　「
言
う
ま
い
と
、思
え
ど
今
日
の
暑
さ

か
な
」
本
当
に
今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
。�

　
清
涼
飲
料
水
の
売
れ
行
き
は
言
う
に

お
よ
ば
ず
、
日
傘
・
サ
ン
グ
ラ
ス
・
帽

子
に
ハ
ン
カ
チ
と
防
暑
用
品
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
た
と
い
う
。
反
面
、
暑
す
ぎ

た
夏
の
マ
イ
ナ
ス
面
で
の
苦
悩
も
続
出

し
た
。
野
菜
類
の
出
荷
減
少
と
こ
れ
に

伴
う
価
格
の
高
騰
、
畜
産
面
で
は
豚
の

成
育
遅
れ
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
死
の
増
加

な
ど
、
ま
た
熱
中
症
で
倒
れ
る
人
の
続

出
、
そ
し
て
渇
水
と
い
う
生
活
上
の
最

大
ピ
ン
チ
。�

　
し
か
し
、
程
度
と
い
う
も
の
が
あ
る

で
は
あ
ろ
う
が
、
「
夏
」
は
暑
く
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
農
作
物
が
成
育
し
て

い
く
上
で
も
勿
論
、
生
活
や
経
済
の
た

め
に
も
。
極
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
自
然

が
我
々
人
間
に
与
え
て
く
れ
て
い
る
生

き
て
い
く
た
め
の
「
暑
さ
」
で
あ
る
。�

　
ど
ん
な
猛
暑
の
夏
で
も
時
間
を
経
れ

ば
必
ず
秋
が
来
、「
ス
ス
キ
の
穂
」
と
澄

み
切
っ
た
空
に
美
し
く
輝
く
「
月
」
を

提
供
し
て
く
れ
る
。
自
然
の
偉
大
さ
に

た
だ
唯
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。�

　
自
然
に
は
、「
節
」
が
あ
り
優
し
さ
が

あ
る
。�

　
こ
れ
に
比
し
て
、
人
間
界
で
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
「
節
」
も
少
な
け
れ
ば

優
し
さ
に
も
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。�

　
後
を
絶
た
な
い
青
少
年
の
非
行
、
目

を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
幼
児
虐
待
、

汚
職
に
不
正
、
更
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
車
中
暴
力
に
機
上
暴
力
な
ど
、
恥
ず

べ
き
人
間
界
の
絶
対
に
許
す
こ
と
の
で

き
な
い
底
な
し
無
法
行
為
に
我
々
は
ど

の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。�

�

　
人
間
の
営
み
を
正
常
に
維
持
し
て
い

く
た
め
の
「
法
や
モ
ラ
ル
」
「
義
理
や

人
情
」
の
欠
落
に
よ
る
こ
う
し
た
無
法

行
為
を
ど
う
し
よ
う
も
な
い
世
の
中
と

あ
き
ら
め
て
は
断
じ
て
な
ら
な
い
。�

　
今
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
が
責
任
と
自

覚
を
持
ち
、
明
る
く
住
み
よ
い
世
の
中

を
創
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
気
概
を
持
ち

た
い
も
の
だ
。�

　
夜
空
に
淡
く
照
り
輝
く
「
月
」
に
人

間
界
の
誇
れ
る
輝
き
を
一
つ
で
も
多
く

照
り
返
し
た
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
公
民
館
庭
木
剪
定
教
室
に
応
募
し
、

５
回
の
受
講
を
終
え
た
の
は
平
成
10
年

の
晩
秋
で
し
た
。�

　
短
期
間
の
講
習
で
あ
っ
た
た
め
、
今

少
し
学
び
た
い
と
の
思
い
が
受
講
生
に

強
く
、
講
師
の
永
井
先
生
に
引
き
続
き

指
導
を
お
願
い
し
、自
主
グ
ル
ー
プ「
い

ち
い
の
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。�

　
年
間
10
回
ほ
ど
の
実
習
計
画
を
20
人

で
こ
な
し
て
い
ま
す
。
実
習
先
は
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
始
め
市
内
の
小
中

学
校
な
ど
、
公
共
施
設
を
中
心
に
庭
木

剪
定
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
他
市
へ
出
向
い
て
行
な
っ
た
作
業
で

強
く
心
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
関
市
に
あ
る
県
立
施

設
「
ひ
ま
わ
り
の
丘
」
で
の
作
業
で
す
。

剪
定
し
た
枝
葉
を
学
園
の
生
徒
さ
ん
た

ち
が
一
生
懸
命
片
つ
け
て
く
れ
、
こ
の

姿
を
見
た
時
は
本
当
に
強
く
胸
を
打
た

れ
ま
し
た
。�

　
後
日
、
園
長
さ
ん
か
ら
「
人
間
関
係

を
作
る
き
っ
か
け
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
感
謝
の
礼
状
が
届
き
ま
し

た
。
そ
の
封
書
の
中
に
学
園
利
用
者
一

同
と
し
て
３
行
ほ
ど
の
「
心
」
で
読
み

取
れ
る
文
面
で
、
喜
び
の
便
り
も
入
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
目
に
し
た
時
、

疲
れ
は
し
た
が
関
市
ま
で
行
っ
て
よ
か

っ
た
な
あ
と
い
う
思
い
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
し

た
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
実
技
を
習
得
し
つ
つ

少
し
で
も
社
会
の
人
々
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
な
が
ら
、
枝
が
複
雑
に
入
り
込
ん

で
苦
し
げ
に
見
え
る
庭
木
を
剪
定
し
、

庭
木
が
す
っ
き
り
し
た
姿
に
生
れ
変
わ

っ
た
時
の
壮
快
な
気
分
は
何
に
も
例
え

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
庭
木
の
喜
び
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
た
時
、
流
し
た
汗
は
無
駄
で
は
な

か
っ
た
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、
趣
味
を
生
か
し
奉
仕

の
心
に
徹
し
、
全
員
で
常
に
前
向
き
の

姿
勢
で
こ
の
作
業
を
続
け
て
い
く
決
意

で
す
。�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�

コ
ラ
ム
生
涯
学
習

コ
ラ
ム
生
涯
学
習�

コ
ラ
ム
生
涯
学
習

コ
ラ
ム
生
涯
学
習�

コ
ラ
ム
生
涯
学
習�

「
猛
暑
」の
夏
過
ぎ  

し
み
じ
み
思
う
こ
と�

「
猛
暑
」の
夏
過
ぎ  

し
み
じ
み
思
う
こ
と�

「
猛
暑
」の
夏
過
ぎ  

し
み
じ
み
思
う
こ
と�

趣
味
を
生
か
し
奉
仕
に
徹
す
る�

　「
い
ち
い
の
会
」�

代
表
　
竹
内
準
一�

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
②
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巡回日� ステ－ション�  時      間  

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

月        吉�

10月の移動図書館�
こ　ま　ど　り　号�

平成１３年９月１５日�

15：30～16：00

16：10～16：30

15：30～15：50

16：00～16：20

16：30～16：50

15：30～16：20

13：20～13：40

13：50～14：10

16：30～16：50

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：30

15：20～15：50

16：00～16：20

13：30～14：00

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：00

15：30～16：00

16：10～16：30

10月6日（土）～21日（日）�

10月23日(火)～31日(水)
『ばく書休館日』�

　８月に引き続き10時に開館していますので�
ご利用ください！�

　図書館システムの更新および本の整理のため休館します。�
ご迷惑をおかけしますがご協力お願いします。�

17日（水）�
小 里 �

萩 原 �

棚 田 山 �

羽 広   �

明 賀 台 �

新 山 田   �

11日（木）�

半 原 �

鶴 城 �

名 滝 �

大 川 �

水 上 �

旭 町 �

サニーヒルズ�

猿 爪 �

薬 師 �

白 倉 �

細 久 手 �

深 沢 �

12日（金）�

18日（木）�

19日（金）�

24日（水）�

27日（土）�

�

・
期
　
日
　
11
月
８
日（
木
）�

�

・
行
き
先
　
長
野
県
上
田
市
　
　�

�

　（
無
言
館
・
北
向
観
音
・
安
楽
寺
）�

・
会
　
費
　
６
、５
０
０
円�

�

・
定
　
員
　
70
人�

�

・
申
し
込
み
　
会
費
を
市
内
農
協
各

　
支
店
に
て
振
り
込
む�

�

・
振
り
込
み
先
　
陶
都
信
用
農
協
栄

　
町
支
店
（
普
）９
７
１
０
４
５
１�

�

・
締
め
切
り
　
10
月
15
日（
月
）�

�

◎
問
合
せ
　
市
民
図
書
館�

�

　
☎
６
８
―
５
５
２
９�

絵本展�絵本展�絵本展�
ミニ展のご案内�

～表紙の楽しさ～�

　
絵
本
の
表
紙
を
よ
く
見
る
と
不
思
議
な
絵
・
楽
し
い
絵
・
ほ
の
ぼ
の
し
た
絵
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
世
界
が
表
現
さ
れ
て
ま
す
。�

　
今
回
の
展
示
は
、
絵
本
の
表
紙
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
表
紙
絵
の
世
界
か
ら
み
た
絵

本
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
な
ど
数
多
く
受
賞
し
て
い
る

赤
羽
末
吉
の
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
絵
本
の
楽
し
さ
を
違
う
角
度
で
味
わ
っ
て
下
さ
い
。�

図書館だより�
☎６８－５５２９�

市
民
文
学
散
歩

市
民
文
学
散
歩�

市
民
文
学
散
歩

市
民
文
学
散
歩�

市
民
文
学
散
歩�

募集�〜
信
州
の
鎌
倉
〜�

　
　
塩
田
平
を
た
ず
ね
て�

全
国
公
共
図
書
館�

　
　
　
　
協
議
会
表
彰�

全
国
公
共
図
書
館�

　
　
　
　
協
議
会
表
彰�

全
国
公
共
図
書
館�

　
　
　
　
協
議
会
表
彰�

●開館時間のお知らせ�

●臨時休館日のお知らせ�

石
川
正
　
さ
ん（
一
色
町
）�

　
　
21
年
間
の
活
動
に
感
謝�

　
６
月
27
日
、
全
国
公
共
図
書
館
協

議
会
総
会
に
お
い
て
一
色
町
の
石
川

正
　
さ
ん
が
全
国
公
共
図
書
館
協
議

会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
石
川
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
４
月
よ

り
平
成
13
年
３
月
ま
で
の
永
き
に
わ

た
り
図
書
館
協
議
会
委
員
と
し
て
図

書
館
事
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
図
書
館
建
設
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
導
入
等
に
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ

た
功
績
は
大
き
く
、
今
回
の
受
賞
と

な
っ
た
も
の
で
す
。�

　
「
今
後
も
図
書
館
の
良
き
理
解
者

と
し
て
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。�



　
４
月
現
在
、瑞
浪
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
、８
５
５
２
人
と
な
り
、総
人
口
に

占
め
る
割
合
は
、20
％
を
超
え
、急
速
に
高
齢

化
が
進
行
し
て
き
ま
し
た
。�

���������

　�

��

　
高
齢
化
の
主
な
要
因
は
、
平
均
寿
命

の
伸
長
に
よ
る
高
齢
者
人
口
の
増
加
と

出
生
率
の
低
下
に
よ
る
年
少
人
口
の
減

少
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
女
性
が�

84
・
62
歳
、
男
性
が
77
・
64
歳
で
い
ず
れ

も
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
（
８
月

に
厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
）。�

　
女
性
は
16
年
連
続
で
世
界
一
。
男
性

も
上
位
で
、
日
本
の
「
長
寿
大
国
」
の
地

位
は
依
然
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。�

　
高
齢
者
の
世
紀
を
迎
え
、
誰
も
が
健

康
で
安
心
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
豊
か
な
長

寿
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
老
後
の
不
安
要
因
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
介
護
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
、

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
21
に
よ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
整
備
と
併
せ
、
介
護
予
防

・
生
活
支
援
事
業
に
も
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。�

　
瑞
浪
市
で
は
、「
敬
老
の
日
」
の
事
業

と
し
て
、
今
年
度
に
米
寿
（
88
歳
）
と
白

寿
（
99
歳
）
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
、
市

職
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
お
祝
金
を
贈
呈
し
ま
し

た
。�

　
市
内
の
最
高
齢
者
は
、
寺
河
戸
町
の

鈴
木
ま
さ
さ
ん
（
明
治
32
年
生
ま
れ
）

１
０
２
歳
、
男
性
の
最
高
齢
者
は
寺
河

戸
町
の
安
藤
惣
次
郎
さ
ん
（
明
治
33
年

生
ま
れ
）
１
０
１
歳
で
、
昨
年
と
同
じ

お
二
人
で
す
。�

　
９
月
12
日
に
は
、
高
嶋
市
長
が
二
人

を
訪
れ
、
お
祝
の
言
葉
と
花
束
等
を
贈

呈
し
ま
し
た
。�

　
敬
老
の
日
に
は
、
市
内
で
も
高
齢
者

の
方
に
感
謝
し
、
敬
い
励
ま
す
様
々
な

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

��
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み
ん
な
で
支
え
る
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会

み
ん
な
で
支
え
る
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会�
み
ん
な
で
支
え
る
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会

み
ん
な
で
支
え
る
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会�
み
ん
な
で
支
え
る
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会�

老
人
保
健
福
祉
週
間
９
月
15
日
〜
21
日�
９
月
９
月
15
日
は
敬
老
の
日

日
は
敬
老
の
日�
９
月
15
日
は
敬
老
の
日�

豊
か
な
長
寿
社
会
を�

　
人
生
80
年
の
時
代�

　
昭
和
22
年
に
兵
庫
県
の
野
間
谷
村

で
行
わ
れ
た
敬
老
行
事
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
昭
和
25
年
、
９
月
15
日
を

「
と
し
よ
り
の
日
」
と
し
よ
う
と
す

る
敬
老
・
福
祉
の
県
民
運
動
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。�

　
昭
和
26
年
、
中
央
社
会
福
祉
協
議

会
が
全
国
運
動
を
提
唱
。
９
月
15
日

か
ら
１
週
間
を
運
動
週
間
と
し
て
、

様
々
な
活
動
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。�

　
「
と
し
よ
り
の
日
」
は
後
に
「
老

人
の
日
」
を
経
て
昭
和
41
年
、
国
民

の
祝
日
「
敬
老
の
日
」
と
な
り
ま
し

た
。�

　
な
お
、
今
年
、
国
民
の
祝
日
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
敬
老
の
日

は
平
成
15
年
よ
り
「
９
月
15
日
」
か

ら
「
９
月
の
第
３
月
曜
日
」
に
変
わ

り
ま
す
。�

敬
老
の
日
の
成
り
立
ち�

賀寿該当者数（米寿・白寿）9月1日現在�

＊米　寿……大正2年4月1日～�
　　　　　　　　　大正3年3月31日生まれ�
＊白　寿……明治35年4月1日～�
　　　　　　　　　明治36年3月31日生まれ�
＊100歳以上…明治35年3月31日以前の生まれ�

賀　寿� 男� 女� 計�
米　寿�

38 77 115人�（88歳）�

（99歳）�
白　寿� 1 2 3人�

100歳以上� 2 6 8人�

瑞浪市における高齢化率の推移�

人　口� 65歳以上�高齢化率�

９年�

10年�

11年�

12年�

13年�

41,543

41,702

41,838

42,032

42,129

7,515

7,784

8,039

8,230

8,552

18.1

18.7

19.2

19.6

20.3

（人）� （人）� （％）�



14平成１３年９月15日�

9月29日(土)・30日(日)

・内容　和牛育成コンテスト(品評会)・県内３大銘

　　　　柄畜産品・牛乳の試飲・ラム肉祭り・ふれ

　　　　あい動物園・ふるさと特産物販売広場など�

・問合せ　第12回岐阜県畜産フェア実行委員会�

　　　　　(社)岐阜県畜産協会　☎ 058-273-9205�

第12回岐阜県畜産フェア�

「和牛オリンピックにつなごう　畜産フェア“01」�

入場無料�

モンデウス飛騨位山スノーパーク�

◆全国一斉司法書士法律相談　◆行政書士無料相談

◆登記無料相談�

・期　日　10月５日(金)10時～16時�

・会　場　土岐市文化プラザ�

�

　去る、８月19日ご逝去された、安達壽雄氏

の合同葬儀を次のとおり執り行います。�

・日時　10月2日(火)　13時～��

・会場　総合文化センター�

※供花・香典等の儀は、固くご辞退申し上げます。�

※駐車場は、旧瑞浪小学校（公園）をご利用

　下さい。(シャトルバスを運行します)�

※当日は混雑が予想されます。総合文化セン

　ターをご利用の方にはご迷惑をお掛けしま

　すがご容赦下さい。�

　瑞浪市剣道連盟では９月１日、剣道クラブ「瑞浪

剣友会」を発足しました。�

　これは、平成14年度から始まる学校５日制に対応

するため、各地区のスポーツ少年団、中学校の部活

動、一般の愛好者に稽古の場を提供しようと呼びか

けるもので、剣道愛好者なら年齢・性別を問わずだ

れでも入会できます。気軽にお申し込み下さい。�

・活動日　毎月第２・４土曜日　９時30分～12時�

・場　所　瑞浪小学校　体育館�

・費　用　入会金1，000円　保険料500円　��

　　　　　会費　１回につき100円��

　　　　　(活動日に稽古会場で受付けます)�

◎問合せ　瑞浪剣友会会長　柴田則夫　☎ 68-2402�

14時～16時�

10月1日は「法の日」・「土地の日」です。�

瑞浪芸術館第18回公開講座�

「津田理子ピアノリサイタル＆トーク」�

総合文化センター　入場料　2,000円��

◎問合せ　ＮＰＯ瑞浪芸術館　☎ 66-2170

10月6日(土)

「瑞浪剣友会」会員募集中�

14時～16時�

◎ 問合せ　瑞浪書道会　工藤 ☎ 67-1704�
�

9月28日(金)～30日(日)

書 道 展 覧 会�瑞浪書道会主催�

総合文化センター　�

　資源ごみ（古紙）を出す場合は、収集日の午前８時

30分までにお願いします。��

◎ 問合せ　クリーンセンター　☎ 68-6010��

クリーンセンターからのお願い�

4､11､18、25日�

生涯学習施設10月の休館日�

総合文化センタ－�
�
市 民 図 書 館 �
�
市 民 体 育 館 �
�
化 石 博 物 館 �
陶 磁 資 料 館 �
市 之 瀬 美 術 館 �
地 球 回 廊 �
サイエンスワールド�
文 化 会 館 �

1、9、10、15、22、29日�

1、9、10、15、22～31日�

2、9、10、16、23、30日�

4、11、18、25日�

1､2､9､10､15、22、29、31日�

1､9､10､15、22、29日�

安達学園創立者　�
瑞浪市名誉市民�故 安達壽雄氏�

合同葬儀のお知らせ�

「バイオ夜話－微生物利用バイオ技術の進歩－」�

・講　師　岡地　諒　教授　�

・受講料　500円(当日徴収)��

・定　員　43人(定員になり次第締切り)�

◎申込・問合せ先　中京短期大学　公開講座委員会�

　　　　　　　　　☎ 68-4555�

10月24日(水) 19時～20時30分�
第８回中京短期大学公開講座�

総合文化センター�



�

10月8日(月)
・演題「スポーツと健康」�

・講師　三屋裕子氏�

　　　(元全日本女子バレーボール選手)�

◎問合せ　保険年金課　☎ 内線108�

◇職種、人数および資格�

　・介護職員(寮母)　若干名�

　・高校卒業以上の学力を有し、高齢者介護に熱意

　　のある健康な方�

　・昭和46年４月２日～昭和57年４月１日までに�

　　生まれた方�

◇勤務条件等　�

　・勤務先「とき陶生苑」土岐市駄知町�

　　　　　「みずなみ陶生苑」釜戸町�

　　　　　「たじみ陶生苑」多治見市小名田町�

　・採用日　平成14年４月１日�

　・身　分　正職員�

　・待　遇　公務員に準じます�

◇選考試験(予定)�

　・日　時　10月21日(日)　９時～�

　・方　法　一般教養・作文・面接�

◇受験手続�

　・申込書類　受験申込書・履歴書・卒業見込証明�

　　　　　　　80円切手貼付の返信用封筒(宛名明記)

　・申込締切　10月５日(金)　(必着)�

◎申込・問合せ先　美濃陶生苑本部事務所�

　　　　　　多治見市本町2-6　☎ 25-1811�

�

・期　日　10月17日(水)～10月31日(水)�

　　　　　９時30～15時30分�

・会　場　サンライフ中津川�

・内　容　「エクセル・ワード」の基本的操作�

・定　員　３０人(再就職を希望する女性・抽選)�

・受講料　無料(教材費は自己負担)�

・申込日　９月25日(火)・26日(水)10時～16時�

・申込先　中津川市役所商工課　☎ 0573-66-1111��
◎問合せ　岐阜県女性就業促進センター�

　　　　　☎ 058-264-1111　内線372��

13時～�
総合文化センター�

入場無料�

15 瑞浪市役所　☎６８－２１１１�

　市民のみなさんが鉄道・バス・自動車などの交通

期間をどのように利用しているかを調べ、交通計画

などの資料にします。無作為に選んだ世帯を９月下

旬から順に調査員が訪問しますので、調査に協力を

お願いします。�

◎問合せ　パーソントリップ調査実施本部�

　　　　　☎ 0120-810-677�

ご協力下さい「パーソントリップ調査」�

　10月1日（月）より、瑞浪市商店街連合会を中心に�

市内の75店舗で現金を使わず、キャッシュカード・

クレジットカードで買物・支払いができるシステム�

(Ｊ－Ｄｅｂｉｔ)が一斉にスタートします。��

　このシステムは、わざ�

わざ銀行に行ってからお�

買物という手間を省くも�

ので、キャッシュカード�

・クレジットカードの種�

類は問いません。�

　加盟店マークが店頭に�

貼ってありますので、是�

非ご利用下さい。また、�

新規加盟店も募集してい�

ます。　　　　　　　　　　　�

◎問合せ　瑞浪市物産観光案内所　☎ 67-2623��

　お米をＪＡ等へ出荷する計画出荷米(政府米・自主

流通米)以外に、消費者等に直接販売する場合には、

事前に食糧事務所への届出が必要です。�

　届出用紙については、農林課・ＪＡ各支店・食糧

事務所にありますので、記入の上それぞれの窓口へ

提出ください。�

◎問合せ　農林課　☎ 内線476�

お米を売るときは届出を！�

◆公証役場では皆さんからの依頼により、公文書で

ある公正証書を法律の規定に従って作成しています。

◆不動産売買・賃貸借・任意後見契約などの大切な

契約を、公正証書で作成しておけば安全で確実です。�

◆遺言で遺産の処分を決めておけば、相続争いを予

防することができます。遺言を公正証書にしておけ

ば、間違いのない遺言ができますし、家庭裁判所の

検認手続きも不要です。�

◆公証役場は国の機関です。�

◎問合せ　多治見公証役場　☎ 23-6782�

契約と遺言は公正証書で�

10月１日～７日は公証週間です�

平成13年度健康・福祉まつり協賛事業�

健康講演会�

職員募集�社会福祉法人　美濃陶生苑　�

技術講習「パソコン(短期)」�

「キャッシュカード・クレジットカード」でお買物�

�
加盟店マーク�

�



♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

保健センターだより　☎67-2700

　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

10月8日（月）�

　保健センター�
　13時30分～15時　�

・対象者<初回>平成13年2月～平成13年6月生まれ ��

　　　　<追加>平成12年7月～平成13年1月生まれ ��

＊満７歳半(90ｶ月)未満でまだ２回投与していない児も含む。�

＊母子健康手帳と予診票を持参してください。�

◎健康カレンダーに掲載の日程に、１日追加しました。また、

　対象地区も一部変更しておりますのでご了承ください。�

◎対象日に都合の悪い方は都合の良い日に接種してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

　　　　　�

�
・医師による健康相談　14時30分～15時�

・乳幼児相談　9時30分～11時��

・栄養相談（電話予約が必要）　9時～15時

＊ 定員　４０人（受講料無料）��

＊ 内容　講話　金田正博医師　　　　　　　

�血圧測定・尿検査（希望者のみ）�

＊ 申込み 9月21日（金）までに保健センターへ�

� ◎問合せ　東濃断酒新生会 ☎ 55-3588�
　　　　　（加藤方）�

　５月１日号の広報でお知らせしましたが、４月に

配布した「土岐医師会・医療機関所在地図」に記載

の瑞浪眼科の電話番号は６７－３４１３の誤りです。

今一度ご確認ください。�

●『健康まつり』の催し物で、「腹部超音波撮影」（無料）�

　は、電話での申込が必要です。　　　　　�

・定　員　30人　※昨年受けた方はご遠慮ください。�

・申込日　9月21日(金)８時30分～17時��

健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

平成12年４月１日～         �
　　　   ４月15日生まれ�

平成12年４月16日～         �
　　　   ４月30日生まれ�

12時30分開始�

母子健康手帳          �
歯ブラシ、タオル 

母子健康手帳          �
歯ブラシ、コップ�
＊保護者の歯科検診を�
　同時に実施します�

９時～11時  

平成13年４月生まれ 10月２日（火）�

10月19日（金）�

10月５日（金）�

平成11年10月生まれ 

母子健康手帳�
９時30分�
　　～９時45分 

２歳児はみがき教室�10月１日（月） 

１歳６カ月児健康診査�

６ カ 月 児 健 康 相 談 �
お よ び 離 乳 食 教 室   

＊健診終了後希望者に �
　歯みがき教室を実施  �
　します      

�
ポリオ予防接種�
実 施 月 日� 対　象　地　区�

10月３日(水) 

10月11日(木)

10月16日(火)

10月24日(水)

10月29日(月)

稲津町・陶町・釜戸町・大湫町・日吉町�

和合町・西小田町・下沖町・樽上町・一色町�
上野町・宮前町・高月町・須野志町�

山田町・明賀台・小田町�

土岐町�

寺河戸町・明世町・松ケ瀬町・薬師町�
上平町・学園台�
�

　第27回瑞浪市健康まつり�

9月28日（金）�保健センタ－�
10月10日（水）�保健センタ－�

10月10日（水）�19時30分～�　　21時20分�

総合文化センタ－�
9時30分～15時�

♥精神保健相談・老人性痴ほう症相談�

担　当　精神科医師・精神保健相談員　　　�

＊前日までに電話等での予約が必要です。　　�

10月9日（火）�保健センタ－�13時～14時�

●献血(200ml/400ml)に協力ください�

♥健　康　相　談�

♥酒　害　相　談�

多治見市精華公民館�

第２回『健康講座』受講生大募集！�

19時～20時30分�

～目の健康について～�

期　　日� 医療機関� 電話番号�

9月23日(日)

9月24日(月)

10月7日(日)

10月8日(月)

藤本歯科医院�

森本歯科医院�

土屋歯科医院�

佐々木歯科医院�

６７－３７１８�

６７－１６２６�

６８―８１４８�

６８－３７７６�

※受診の際は当日の電話予約が必要です　　�

歯科休日救急診療�診療時間９時～15時�

2001年９月１日現在（カッコ内は前月比）人口＝42，438（－11）　世帯数＝13，665（－3）�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地  ☎６８－２１１１　http:／／www．city．mizunami．gifu．jp／index．html

10時～15時�

お願い�


